
パル ミラ地 下墓 の研究(1)
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1.パ ルミラの位置 と過去の調査の概略

1)パ ル ミラの概略

パ ル ミラは、中東 ・シリア砂漠 の中央

に位置 し、首都 ダマ スカ スか ら230km、

ユ ーフラテス河か ら も200km以 上 離 れて

いるオアシス都市で ある(図1)。 古 く

か ら隊商都市 と して栄え、 と くに紀元前

一世紀か ら紀元後三世紀 にか けて はシル

クロー ド交 易 による莫大な富を得て、繁

栄 を極 めた と言 われて いる。 図1パ ル ミラ遺跡の位置(Higuchi他94)

遺 跡 は市街地 とそれ と取 り巻 くように

分布 す る墓域 か らな る。市街地 は、周 囲約6kmの 内 側の城壁 と、僅 かな痕跡 か ら全長22kmに

お よぶ と推定 されてい る外側 の周壁 に守 られてい る。 市街地 の、北、西、西南、東南 に は墓

地 が広 が っていて、 ビルデ ィング形 の塔墓 と、神殿形 の家形墓、地下宮殿風 の地下墓 な どの

墓 が存在す る。

2)過 去 の調査

パ ル ミラ遺跡が、 ヨー ロッパ に知 られるよ うにな ったの は17世 紀 の末で ある。1751年 、 イ

ギ リス人R.ウ ッ ドが実地調 査をお こない、パル ミラにつ いて の最初 の学 術書 『パ ル ミラの

遺跡」(1)を 出 版 した。1754年 に はフ ランス人 とイギ リス人 がパル ミラ文字の解読 に成功 して

いる。1881年 に発見 され た長文の関税法碑文 は、古代東西交易 の実 態を詳細 に記録 した唯一

の もので、貴重な研究史料 と高 く評価 されて いる。

20世 紀 にはいると、 まず ドイッが中心 となって発掘調査 を行 な った。 第1次 世界大戦後 は

フラ ンスの委任統治領 とな ったため、以後 フラ ンス隊が組織 的に発掘調査 を行 った。1929年

に はフラ ンスは遺跡の中心地であ るベ ール神殿の発掘調査 に当た って、神殿 内にあ った小村

を北東の新 しい場 所に移転 させた。 この新 しい村が現在 のパル ミラ市である。最近で は、バー
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ルシャミン神殿周辺をスイス隊、市街地をポーランド隊、「墓場の谷」の家形墓 を ドイツ隊

がそれぞれ発掘調査を行 っており、 シリア考古総局もパル ミラ国立博物館が劇場地域を中心

に修復を行っている。1990年 から日本隊も東南墓地の地F墓 の調査に加わった。

3)東 南墓地の発掘調査

東南墓地は、パルミラ遺跡市街地の東南部にあるベール神殿の南約1.5kmの 砂漠 の中にあ

る。パイプラインの建設により、地下墓の一部が、1950年 代にシリア政府により発掘されて

いるものの、ほとんど調査されていない地域である(図2)。

1990年10月 か ら11月に事前調査として地中レーダを用いて地下の電磁波探査を行い、地上

からはその存在を明 らかにできない地下墓を探査 した。その結果、5地 点において異常な反

射を確認 した。異常反射は山形をなすものと、溝状を呈するものなどであり、地下に遺構の

存在する可能性を示 していた。翌1991年7月 から、典型的な山形の異常反射を示 したA地 点

と、溝状の反射を示 したC地 点を選んで、3ヵ 月間の第1次 発掘調査を実施 した。A地 点で一
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図2パ ル ミラ遺跡の遺構配置と東南墓地の位置(Higuchi他94)
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発見 した遺構は、予想に反 して家形墓であり、山形の反射はこの家形墓の石壁に由来するも

のであった。一方、C地 点では溝状の反射を示 した所から、地下墓に通 じる墓道の階段を検

出した。 このC号 地下墓は既に天井が陥没 していたため、第1次 調査では、入口部を中心に

発掘をおこなった。その結果、石造 りの門扉 と、墓建立碑文を発見 し、 この地下墓が西暦

108年4月 にマ リコーの息子のルシャムシュの息子のイアルハイによって造 られたことがわ

かった。

1992年4月 から4ヵ 月にわたる第2次 発掘調査をおこない、このC号 地下墓の全容を明ら

かにすることができた。発掘 した人骨は61体 を数え、棺を塞いだままの状態で出土 した葬送

用彫刻など石彫類8点 、土製 ランプ ・副葬品など多数を発見するなど、多くの成果をあげた。

C号 墓は、盗掘の痕跡が無 く、当時の埋葬習慣を知 る上での貴重な資料を提供 したと共に、

改築の順序を明らかに出来 る資料 もあり、地下墓の詳細な検討が可能な遺構であった(2)。本

稿では、 この東南墓地C号 墓を中心にして、地下墓における埋葬習慣の一端を明 らかにしよ

うとするものである。

2.パ ル ミラにおける墓 の形態

1)墓 の4形 態

パル ミラでは墓は 「永遠の家」 と呼ばれ、祖先崇拝の場 とも言える特別の意味を持 ってい

た。墓は一般的には4種 類に分類でき、代々の一族を葬 った塔墓、地下墓、家形墓と、一般

個人墓 とからなる。ただし、パル ミラ研究の第一人者であるM.ガ ウリコフスキーは、 地下

墓を併設する塔墓を1型 式に加えるべきであるという(3)。

①塔墓

塔墓はパル ミラで最 も古い型式の墓で、外観は古 くは方錘形、新 しくは縦長の立方体を呈

し、下部に段が付 く(図3)。 内部は数階に分かれ、石の段でつなが ってお り、地下室や地

下墓を伴 うものもある。多 くの埋葬施設

が、古 くは外壁面に、新 しくは内壁面側

に造 られており、大 きいものでは百体以

上の埋葬が可能で、数世代にわたる一族

が埋葬されたと言われている。

②地下墓

地下墓は地表から階段で5～6m降 り

た所に入口を設け、 トンネル状に墓室を

造 ったもので、内部は平面逆T字 形を呈 図3塔 墓
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するものが多 く、埋葬施設は両壁面を掘

り込んで設けられており、塔墓 と同様に

大きいものでは百体以上の埋葬が可能で

ある。地下墓の形態については別に節を

設けて詳述する。

③家形墓

家形墓は、外観は正方形の装飾豊かな

家形を呈 し、正面や中庭に石柱を配 した

ものが多い。埋葬施設は塔墓 と同じ石壁
図4家 形墓

面に作 られていて、家族饗宴を表 した彫刻の乗る石棺 も多 くみられる。装飾の最も豊かな墓

である(図4)。 この型式の墓 も多数の埋葬施設を持っていて、前2者 と同様に一族墓 と考

えられる。

このような多種類の墓の盛行する時期には、時間差が認め られる。A.シ ュ ミット=コ リ

ネの集成による建造年代の確かな墓は表1に 示すようになる。塔墓 は紀元前9年 に建造され

たものが最 も古 く、紀元128年 を最期に建造されなくなる。一方、家形墓は西暦143年 建造が

最古でありパル ミラ滅亡期まで続 く。また、地下墓は紀元81年 に始 まって、パル ミラ滅亡後

も続 くようである。

一一方、ガウリコフスキーと小玉新次郎は、1世 紀前半に塔墓 と地下墓の複合型式(塔 墓が

上にのる地下墓、図5)が 成立 し、1世 紀後半には、地下墓が独立 して作られるようになり
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表1パ ル ミラ にお け る各 墓 形 式 の 築 造年 代(セ レ ウ コ ス暦:前312年10月1日 が

元 年1月1日 にな る暦,Schmidt-Colinet1987に よ る)
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(独立地下墓)、2世 紀半ば以降は、塔

墓 と複合墓が姿を消 し、地下墓と家形

墓だけが作 られたとする。

しかしこの考えは、すぐには受け入

れがたい。アケメネス朝ペルシャ時代

のアムリット遺跡(紀 元前6世 紀頃)

では(4)、すでに、地上に記念碑的建造

物を持っ地下墓が成立 しており、また、

ドゥラ・ユーロボス遺跡(5)でも、形態

は違 うにせよ、紀元前に遡 りうる単独

の地下墓が存在 しているか らである。

系譜的には、塔墓と家形墓がっながる

型式であり、地下墓の成立展開は、こ

れとは別に考える方が妥当性があるだ

ろう。

L 」

0'23`Sm

図5地 下墓付き塔墓(Gawlikowski70)2)地下墓の分類

地下墓は、地表か ら4～6mの 所に作 られた トンネル状の墓で、階段で地上から降 りてい

く。数10体 か ら、100体 を越える埋葬があり、一族の墓所であると考えられている。 しか し、

一部の納体室(榔 ないし榔棚)が 譲渡された例や、分譲された例があり、すべてを、家族墓、

一族墓とはいえない。他の塔墓や家形墓は譲渡 ・分譲例は少なく、地下墓建設者との階級な

いし階層の違いを暗示するのかもしれない。

地下墓の研究は、戦前から発掘調査が行われ、それなりの資料の蓄積はあったが、彫刻類

や碑文の研究が中心であった。戦後 は、 ポーランド隊によって墓の谷(西 側の墓地群)の 発

掘調査が体系的に行われ、現在の調査責任者であるガウリコフスキーによってその成果がま

とめられている。彼によると、地下墓 は平面形で、Aか らCの3類 とその他に分類できると

いう。以下 は、ガウリコフスキーの論文に従 って記述する(6)。

①A型 地下墓

地下墓の入 り口部から奥に延びる主室を中心に、両側ないし片側に側室を備えた形態の地

下墓である。著名なものとして、墓の谷にあるイアルハイ墓があげられる(図6)。 紀元108

年に構築 されたもので、現在、 ダマスカスの博物館に復原されている。 入 り口は柔 らかい

石灰岩 と一部粘土質の土を掘 って作 られて階段が、階段 と同 じ幅でほぼ正方形の天井のない

前庭部に通 じている。前庭部の右側には、石でできた小 さな扉があり、死者の礼拝の道具を
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置 くための小部屋がある。階段

の真向いには石でできた門扉が

ある。扉の後ろには、階段が数

段あって、墓の主室へ降 りて行

く。 主室 は、長 さ14m、 幅は

3.25～3.60mで 、円天井を支え

るつけ柱によって支えられた石

造 りのアーチがあり、主室を3

ケ所に分けている。

主室の側面には二っの側室が

掘 られているが、明らかに主室

より後世のものであり、東のも

のは未完成のままであった。西

の側室は丁寧に装飾されている。

完全に石で飾 られ、 アーチ形の

格問によって主室へ開いている。

側室は榔棚を備えており(右 に

2列 、左に3列)、 奥の正面 に

は、饗宴を表現する3枚 の彫刻

された板石が、横臥食卓に倣っ

て石棺の上に直角に並べ られて

爺

図6イ アルハイの地下墓(A型)

いる。彫刻類、とりわけ榔を塞 ぐ胸像彫刻はセリングによって紀元2世 紀の終 りに編年 され

ている。この側室の設備がなされたのとほぼ同時期であろう。側室は回廊 とは同 じ時期でな

いので、その入口が内部の階段によって塞がれている。108年 の建造者は、 その場所 に側室

を掘るとは考えていなか った。地下室墓には219の 納体室を数えるが、一部 は利用されてい

ない。

原文によると、 この墓はバ リキーの息子のイアルハイYRHYに よって108年 に創建 され

た。側室の碑文には、その時にはすでに確実に死んでいたイアルハイの父 と叔父への第一級

の場所が予定されていたことが付加 されている。それは碑文が彫 り刻 まれた石の上に表され

ており、おそらく、独創的な休息所である主室正面であった。西の側室 はその世紀の終りご

ろ付け加えられた。それ故、地下室墓は最初、附属物の無い主室 とその回廊からなっていた。

241年 、創建か ら1世 紀半後、東の側室を含む東壁のすべてと、主室の壁がんの勝利の女

神(ニ ケ像)ま では、まだ空いており、その時の所有者によって売 られている。
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その他 に、 ネボシュ リNBWSWRの 息 子 のボルハBWLH'の 墓(89年 、 東南墓地)、 ザ ブ

ダテZBD`THの 息 子 のアテナ タン`TNTNの 地 下墓(98年 、 西南墓地)、 ユ リウス ・ア ウ レ

リウス ・マ レYWLYWS・'WRLYS・ML'の 地 下墓(109?年)、 マル コMLKWの 息 子 の

マル コ地下墓(121年 、 西南墓地)、 イアルハイYRHYと ア テヌ ザTNWRYと ザ ブデ ィボー

ルZBDBWLの 地 下墓(133/134年 、 西南墓地)、 年代 のわか らない ものにザ ブダZBD'(墓

の谷)、 タアイT'Y(東 南 墓地)、 デ ィオニ ソスDYNYS(西 南 墓地 の地下墓)の 地下室が あ

る。

②B型 地下墓

基本的 にはA型 地下墓 と類似す るが、回廊状の墓室が逆T字 形 を呈す る型式。A型 と比 べ

て、 と くに両 側の側室が回廊状 に長 いのが特徴で ある。著名 な ものと して、紀元98年 に作

られた西南墓地 のヌルベールNWRBLの 息 子 の アブダス トール`BD`STWRの 地 下墓 がある

(図7)。

入 口のす ぐ後 ろに逆T字 形の回廊状の

墓室があ り、 それぞれの奥 に長方形の墓

室があ る。各 回廊 状 と長方形の墓室には、

それぞれ埋葬施設 があ り、榔 棚が設 け ら

れて いた。左側 の側室の奥 には、 家族 饗

宴の彫 像が乗 る3基 の石棺が、 コ字 形 に

並べ られていて、横飲食卓の形態をとる。

入口の門扉の上の長押には、長文の碑文

があって、二っの側室の譲渡と、榔棚の

所有に関する事が書かれていた。

もう一っのB型 地下墓 の典型例 は、

西南墓地 にある壁画で著名 な 「3兄 弟

の墓」である(図8)。 紀元142/3年 に

は、 その一部が建造 されたことは明 ら

かであるが、全体の建設年代 は不明で

ある。 この墓については小玉新次郎が

詳 しく紹介 しているが、複雑 な譲渡や

売買が碑文によって明 らかに出来 る例

であり、小玉は、 この地下墓が 「分譲

あるいは全部 を転売 して利益を得 る」

ために作 られたとしている。

図7ア ブ ダ ス トール の 地 下 墓(B型)

(Gawlikowski70)

0
北の間0

図83兄 弟の地下墓(B型)(小 玉80)
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他 に、 イアダイYDYの 息 子 のハ イ ラ

ンHYRNの 地 下 墓(106/107年)、 ル

シャム シュLSMSの 息 子の ルシャムシュ

(181-188年)が あ る。

③C型 地下墓

他の2形 式 とは異 なった平面形 をなす。

出現 は遅 く、最古 の例 が紀元142年 の 建`'

造 で ある。典型例 と して は、西南墓地 の

マ ル コMLKWの 息 子 の ナ ス ラ ル ト

NSRLTの 地 下墓 がある(図9)。

図9ナ スラルトの地下墓(C型)(Gawlikowski70)
この墓 は、入 口の後 ろに長方形 の何 の

施設 もない部屋が あ り、他 の3方 向に ヴォル ト天井 の短 い通路 があ って、 それぞれ主軸 と直

交す る長方形 の墓室 に通 じて いる。各墓室 には、埋葬施設 として榔棚 が設 けられて いる。紀

元142年 に 建造 され、263年 と265年 に9個 の榔棚が譲渡 されて いるが、120年 以 上使用 されて

か らの譲渡で あ り、3兄 弟 の墓 とは違 う。

他 に、147年 建 造 のマル コMLKWの 息 子 のサ ラマ ラ トSLMLTの 地 下墓が ある。

④ その他

年代未詳 の東南墓地 にあるアル タバ ン'RTBNに 代 表 される逆干字形 の地下墓 で あ る。 恐

らく紀元2世 紀 に下 る もの と考 え られ る。 この変形 とも見 られ る地下墓 もある。

以上のように分類されているが、それぞれがどのような意味を持っかは、明快ではない。

C型 墓については、A・B型 墓より出現が遅れ、あまり流行することもなかったと述べてい

る。A型 とB型 を比べていずれが古いとは言えないが、起源との関係はどうであろうか。B

型にっいては、塔墓が上にのる形の地下墓がその形態に似ている。 しか しA型 、B型 ともに

紀元1世 紀末以降にしか類例が無 く、独立 した地下墓と言う点では、同時に始まったとしか

言えない。

2.東 南 墓 地C号 墓

私達 が1991/92年 に発掘調査 したC号 墓 は、 ベ ール神殿の南約1.5kmに あ り、 東南 墓地 の

一角 に位 置 してい る(図10)
。 東 南墓地 は塔墓、家形墓、地下墓 か らな って いて、 地 上 に現

存 す る塔墓、家形墓 にっいては、T.ウ イ グ ラン ドによ ってその分布図 が公表 されて い る。

その後、 この地域 を通過 す る石油 と天然 ガスのパ イプライ ンの工事 によって、11基 の地下墓

が発見 され、 シ リア考古総局 によ って発掘 されて いる。 パ イプライ ンは遺跡の保存のために、
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この地域を迂回しており、 シリアの遺跡

保存、パル ミラ遺跡重視の姿勢が具現化

されている。ただし、発掘報告書 は未刊

のものが多 く、 この地域の地下墓の状況

は未だに明らかでない。また、現地には、

報告 されていない塔墓ないし家形墓の基

礎部分の発掘後があり、 ウイグランドの

分布図に書 き加える必要な墓は多い。
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3.C号 墓 の改 築 につ い て

東南墓地C号 地下墓 は、東南墓地 のほOmloOm150m

ぼ東 端 に位置 し、192号 家 形 墓 の北東 に 図10東 南墓地C号 墓の位置(Higuchi他94)

あ る小丘の南斜面 に造 られて いる(図11)。 主 軸 はおお よそ南か ら45。東 に振 って いて、南東

向 きに開 口 して いる。 墓道 は約8m、 墓 室 は約10mを 計 る。墓室 は主室 の前 室 と奥室、右側

室か らな り、平面形 は逆L字 形を な し、 ガウ リコフスキーのい うA型 地下墓 に当た るが、小

型で ある。建造碑文か ら紀元109年4月 にマ リコMLKWの 息 子 のル シャム シ ュLSMSの 息

子の イアルハ イYRHYに よ っlll

て造 られた ことが明 らかである。

詳細 は報告書(7)に記載 したので、

ここでは、作 り直 しの問題 と、

埋葬場所 について述 べ ることに

す る。

1)作 り直 しの痕跡 につ いて

C号 墓 には、他 のA型 墓 には

見 られない特徴が あ った。入 口

か ら入 ってす ぐ左側 に、側壁 に

沿 って石壁 を もっ棚状 の遺構が

あ った点で ある。 また、地下墓

は基本的 に、墓室 は左右対称 に

なるが、主室が20cmほ ど門の主

軸か ら左(入 口か ら奥をみて左

i

側)に 寄 って いた(図12)。EOoヒ エ ェ=ヒ==ヨ6mO3

前 室 の榔棚LL5で は、 榔 棚 図11C号 墓の概略(Higuchi他94)

27



【

、寸1P

P2画

P7

P29尋,

P21+224晒 シ

「

ー

-

P26『 フ

Lm30働

Lm41

Lm46《 弩

Lm28

Lm38㊥ ・

MG65「 マ

MG59rT--P

P15冒!ノ

MG103塵

6

H

1

f

A B C
i

P9書

Po

隊

/
ノ

0

E

seeFig37

雪'ミ

D

4
n
2)

ソ(lbl

F
、
_」

i

P11

P4愈

P3a

P14田

P13＼ン

P8智

i P23i醐

P6熱

i

、

ー
ー

ノ

、〆

k

Lm36@

!

、
G

Lm42軸

MG60 歯

P1・ 誠 壱'晶幽 晶Ψ

P5敷

P24 し
　ユビ

P20

己＼一

r

P18》

P16』畦 ノ

1'

、
4
ー
奴

嵩
←

1'

潮Ia
J
I

r準

7、
、_一 、

1卍'、 ～門㌧

,¢筏

/

「

{

　

～

一
ー

「
尺,
望

r
f

'「

ト

ー

ー
＼

、
濯
/

一 一 一v一

〉嶺

、、＼

Lm40

P27轡

MG92,,

03m一
図12aC号 墓 墓室平面図(Higuchi他94)

28



図12bc号 墓 墓室断面 ・側面図(Higuchi他94)
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が造 り直された痕跡があり、下か ら2段 目の榔LL5-1以 上 は一番下 のLL5-0よ り20cm短

く造 られていた。 したがって、最下段のLL5-0に 葬られていた人骨の足の部分は、側壁面

からはみ出していた。粘土層に掘 り込まれた榔棚側面2段 目あたりには、水で挟 られたよう

な跡が認められた。この壊れた部分の前面に、大きな板石を置いて、砂 と粘土を充填 して造

り直しがおこなわれていた(図12)。

同様の水で挟 られたような痕跡は、側壁のほぼ全面に認めることができたが、とくに奥室

では、顕著であった。

左側室の床面で発見した、成人埋葬の埋葬施設LL3-0は 、異常な位置での発見である。

C号 墓で発見 した他の7基 の床面埋葬施設は小児埋葬であった。他の地下墓の例も、床面埋

葬は小児埋葬に限 られているようであり、左側室の成人埋葬例 は特殊である。LL3-0は 、

成人葬 というだけでなく、LL5-0と 同様、左側壁面から前室の床面 に約20cmは み出 してい

る点でも異常である。石棺の下になっていたため発掘できなかったLL4-0も 、同様の位置

にあり、LL3-0と 同じ性格の埋葬施設の可能性が高いと考えられる。

入口の後ろにある、石段にも同様な通常ではない痕跡が確認できた。右側は側壁に設けら

れた井戸の枠 ぎりぎりまで石段が確認できたのに対 して、左側は、約20cmの 石段のない部分

が認められた。

以上の事から、墓が完成 し埋葬が始まった後のある時に、前室部分を左(南 西)へ 約20cm

ほど拡張 した事が考えられる。拡張に伴ってか、その後に、LL3とLL4の 上部を壊 して左側

室を作 り、LL5を 短 くして改修 し、新たに整形 した左側壁に沿 って石棚を造 った可能性が高

い。 この造 り直しの原因としては、 この地下墓にある時、水が流れ込んで左の側壁と榔棚に

大 きな被害を及ぼしたことではないかと考 る。

2)作 り直しの時期からわかること

水害の時期ないし作 り直しの時期にっいては、絶対年代は不明だが、正面の主榔部分を除

き、各榔棚の埋葬の進行 との関係は把握できた。先述 したように正面に向かって左側も榔棚

は、LL3-5は 最下段(0段)の へ榔 の埋

葬が終 わった後であ り、LL5で は一段 目

(LL5-1)へ の埋葬は作 り直 しの後 と認め

られた。右側の榔棚でも、最下段の埋葬は

水害前と考えられ、水害の残 した壁面痕跡

と榔の入口を塗り込めたモルタルの斬 り合

いか ら、RL4で は1段 目も水害前、RL5で

は1段 目が水害後と考えられた。

以上のことをまとめると、左右の榔棚で

図13C号 墓 榔棚L・ 修復の痕跡

(Higuchi他94)
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は、 この地下墓が作 られてか ら水害が起こるまでに、最下段は一斉に埋葬が行われたことが

わかる。

一方彫像や碑文 との関係を見 ると、LL5の1段 目に水害後 に埋 め られ た埋葬 された

YR耳Yの 娘'`STRTが 、人骨の推定から埋葬時の年齢が9-10歳 であることを考 えると、

この地下墓をYRHYが 作 ってから、水害までの時間が余 りなかったことが予想できる。 ま

た、YR耳Yの 彫像と'`STRTの 彫像がT.イ ンフォル トの言 うパルミラの第1群(紀 元50-

150年)に 属 し(8)、その息子(長 男)のSLM'、 次男?ML'の 彫像が第2群(紀 元150-200

年)で あり、ニケを配 した中心の半円形彫刻も第2群 であると考えると、地下墓建造か ら水

害の時期がやはり短期間と考えざるを得ない。また、半円形彫刻は息子の代になって、おそ

らく、改築に伴って作られた可能性が考え られる。

このように考えると、左右榔棚の最下段埋葬の埋葬時期と、期間が不自然に思われる。10

年に満たない時間に成人が一斉に死ぬとは思えないのである。改葬を推定できる骨の配置で

はなかったが、最下段の埋葬は、墓の谷のYRHY墓 に見 られたように、改葬を推定 した方

が自然と思える。 また、改葬の時期の決定は、出土ランプの編年が可能であることを示 して

いるが、このことは別稿に譲 るとする。

4.埋 葬場所 による性 別 と年 齢別 につ いて

1)埋 葬場所による性別 と年齢別について

C号 地下墓では、埋葬 した場所によって男女比や成人、未成年の比率が違う。以下では、

中橋孝博(9)の分析に基づき、正面、主室前室左側壁、右側壁、床面の4ヵ 所に分けて性別と

年齢を見る(表2)。

①主室奥室正面の榔棚群

ML1は 男性8,女 性4、 未成年1、ML2は 男性9、 女性1,未 成年2、ML3は 男性3、

女性1、 未成年2、ML4は 男性2、 女性1、 未成年1と なり、 正面の榔棚全体では、男性

は22名、女性7名 、未成年6名 となる。ML1を 除き各榔棚女性1名 という点 は、特徴であ

る。未成年の年齢がわかるのは、1歳 ないし以下が2名 、6-7歳 が2名 、不明1名 であっ

たが、すべて成人 との合葬であった。

②主室前室右側壁榔棚群

RL4は 男性3名 、女性1名 、RL5は 男性1名 、女性3名 であり、右側壁榔棚全体では男性

4名 、女性4名 で、男女同数であった。

③主室前室左側壁榔棚群

LL5で は男性1名 、女性1名 、未成年6名 である。そのうち最多をしめる未成年は、9-

10歳1名 、4-5歳4名 、1歳 以下1名 であり、以下で述べる床面埋葬 と年齢構成で大きな
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LoculusSkeleton
No.No.Sex Age

Estimated
stature(cm)AKJ Sculpture,LesionsandBurialOrder

M1-0

1-1
〃

(1-2)
〃

〃

〃

〃

〃

1-3

4一
〃

〃

1

A
B
C
D
E
F
G
H

A
B
C

d'

♀
♂
♂
♀
♀
♀
♂
♂

d'

♂
♂
?

Matures

Adultus
Maturus(㌍ 魯謡1、yrs・)
Maturus
Matueus(^-Senilis)
Matures
Adultus(about20yrs.)
Adultus
Adultus

Adultus

Adultus
Maturus
InfantIII(6-7yrs.)

159.8
168.6
165.9
153.1
149.3

161.2

X

×
○
O

x

x
×
×
?

X

×
○

[MLA],P.LA.***

P.1.A.

G→H→E→F→C→D

}…A
M2-0

(2-1)
〃

(2-2)
〃

〃

3一
〃

〃

〃

2

2,3-4

A
B
D
C
E
F

A

B
C

D

A
B

♂
♂
♂
♂
♂
♂

♀?
?

♂?

d'?

Adultus
Adultus
Adultus
Adultus
Maturus
Adultus

Maturus
Child?
Maturus?

Adult

d'?Senilis

?Infant皿(7yrs.)

157.1
165.5
165.0

,..

166.5

×

×

ワ

・
9

・
×

ワ
・

ワ

・

一

9

・

ワ

。

0

}
[SLMA]?

P.1.A.

1

Osteomaontherighthumerus

EorF→C

DorB→AorC

(crematedremains)

/
Fractureoftherightulna

・

M3-0

(3-1)

(3-2)
〃

3-3
〃

A
B
C
D

A
B

♂
♂
♀
?

♂

?

Senilis
Maturus

Adultus
InfantI

Maturus

Infant皿?

151.2

170.2

○
○
×

O [YftHY]IAFB

M4-0
〃

4-1

(4-2)

A
B

Q
†

ワ
・

d'

d'

Maturus

InfantI‐II

Maturus

Adultus

164.7

165.2

X

0

X

P.1.A. Fracturesoftherighthumerus
andbothforearms

R4-0
(4-1)
(4-2)

♂
♀
♂

Adultus
Adultus
Maturus

163.8

160.1

×

×

×

Loculus
No.

Skeleton
No.Sex Age

Estimated
stature(cm)AKJ** Sculpture,LesionsandBurialOrder

(4-3)

R5-0
(5-1^-2)
(5-2^-3)
(5-1?)

A
B
C

♂

♀
♂
♀
♀

Adultus

Adultus
Maturus
Adultus
Maturus

160.6 X

×

9

・
ワ

・
?
・

L3
5-0
(5-1)
(5-2)

(5-3)

(5-4)

A
B
C
D

♂
♀
?
♂

9
・
9
・
?
・
ワ
・

ウ
・

Maturus

Adultus

Infant皿(9-10yrs.)

Adultus

IofantII(4‐5yrs.)

InfantII(4-5yrs.)

InfantI(<1yrs.)

InfantII(4-5yrs.)

InfantII(4-5yrs.)

160.6

158.6

○

×

「
?
[ASTRT]

SarcophagusUpper

Under

♂

♀

Maturus

Maturus(～Senilis)

169.3

155.7

X

0

Fractureofleftfemur
Osteoarthrisisofthelefthipjoint
Fractureoftherightradius

-
鳳
00
」唖
EO
O乙
7

P

P

P

P

P

P

No.148

ワ

・
ワ
・
ワ

・
9

・
ワ

・
9

・

♂

InfantI
InfantI
InfantI
InfantI
InfantI

(newborn)

(<6months)

(7‐8months)

(10-12months)

(<6months)

Infant皿(5-6yrs.)

Matures? 9
・ (crematedremains)

Age:[lnfantI:<lyr,InfantII:1～4yrs,Infant皿:5-9yrs.,Child:10-14yrs,Juvenilis:15一

Adultus:20-39yrs,Maturus:40-59yrs,Senilis:60‐yrs,Adult

*()‐Thefloorofloculusfalienthroughwithskeletons

**:AKJ-Arthropathyonthekneejoints(U:present,X:absent)

***:P.1.A.‐Polyarticularinflammatoryarthritis.

19yrs,
.Exactageunkown,butnotsubadult]

表2 C号 墓 出土人骨の詳細(Nakahashi94a)
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違いがあり、未成年単独という点では一致がある。

④主室床面埋葬

主室床面には、10-12ヶ 月の乳児1体 、前室右側壁に沿って新生児1体 、6ケ 月未満2体 、

7-8ヶ 月1体 が埋葬 されており、前室奥の改築後左側壁の角に5-6歳 の子供が埋葬され

ていた。主室の埋葬土墳の上には板石がのり、横 に壺の上半部を逆さまにしてモルタルを塗っ

た水鉢が置かれていた。他の土墳には特別な施設 は認められなかったが、ほとんどすべての

埋葬には副葬品があり、榔棚の埋葬 とは大 きな違いがあった。年齢も、左側壁沿いの1例 を

除き、1歳 以下の乳児であり、特に前室では、8ケ 月以下に限られていた。

⑤小結

C号 地下墓全体では、成人42体 、未成年19体 、 うち成人は男性30体 、女性13体 であり、出

土人骨の性別と年齢に偏 りがある。未成年の人骨が少ない点、未成年の中でも、特定の年齢

に偏 りが見 られる点は、中橋がすでに指摘 している(10)。埋葬場所にも、明らかな年齢による

偏 り、性による偏 りが認められた。

2)埋 葬場所の持っ意味について

東南墓地C号 墓で検出 した埋葬状況にっいて、一応の解釈を試みたいと思 う。パル ミラ遺

跡での過去の発掘調査では、人骨の詳細な検討が行われていない、 もしくは報告されていな
つ

いため、比較検討 は次稿に譲 るとして、 まず、今回の発掘調査資料か らのみの解釈をお こな

う。

①性別による埋葬場所の違い

主室奥室正面には、碑文の書かれた彫像が3体 あり、この墓の建造者イアルハイと直系の

息子達のものであった。すなわち、主室正面 はイアルハイ家の中心的人物で葬 られていた場

所であり、 この場所に男性が多いこと、女性の彫像がない点は、イアルハイ家の人々の社会

観を知 る上で重要である。

また、イアルハイの長男 シャルマの彫像には、「ハ トラHTL'と 呼ばれたイアルハイの息

子 シャルマ、ああ一!」 という碑文 と共に、「彼の母、モラの娘」と言 う碑文が書かれてい

た。 シャルマはイアルハイの息子であるから、当然 「彼の母」 はイアルハイの妻であったの

だが、長男 シャルマの母として、 シャルマと伴に葬 られた可能性が高い。事実 シャルマの榔

からは熟年の女性と彫像に彫 られていた子供?の 人骨 も出土 している。 これは、息子のシャ

ルマを通 じて、イアルハイ家と血の繋が ったが故に、 この場所に埋葬することが可能になっ

たことを示 していないだろうか。同様に考えると、碑文 はないが、榔棚ML2-4で は、女性

の埋葬は1体 に限 られており、その家系のそれぞれの母親が葬 られている可能性が強いと考

える。
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以上のことか ら、主室奥室正面には、イアルハイ家の男系を中心に埋葬されていたと考え

ることができる(11)。

ただ し、榔棚ML1は 例外になる。女性が4体 埋葬されており、男女比が2:1と なる。

ここに埋葬された女性がどのような関係で埋葬されたのか、明らかにし得ないが、最 も多 く

のランプや香炉が墓前に置かれていた点 も特殊であったことを指摘 したい。想像をたくまし

くすれば、成人 したイアルハイの娘達 と考えられる。

②年齢による埋葬場所の違い

中橋は、1歳 未満では、本来なら多 くあるべき新生児の埋葬が極端に少ないこと、2-3

歳児がなく、4-5歳 児が目立っ点は、不 自然であると述べている(12)。

埋葬位置と副葬品を見 ると、前室左側壁は未成年、特に4-5歳 以上の子供の埋葬の特徴

があり、床面 は1歳 児以下の副葬品を伴 う埋葬に特徴が認め られる。1歳 児以下の埋葬は、

榔棚 にも認められるが、副葬品を伴 う単独の埋葬 はな く、埋葬される事情が異なっていたこ

とが予想できる。

中橋の示唆 したように、子供 に対 して選択的な埋葬が行われたとするならば、埋葬されて

いた子供達の死が特殊なものであったことが想像できる。また、当時の、1歳 未満の子供と、

4-5歳 の子供に対する社会的認識の違いも、暗示 しているように思える。

以上、C号 墓の埋葬か ら考えた推論と可能性の指摘であるが、中橋が指摘しているように、

他との比較検討が重要であり、このような仮説が成 り立ち、また、パル ミラ社会に一般化 し

得るのかは、他の墓の詳細な人骨資料が呈示されるのを待たねばならないであろう。

(続)
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